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行されてい癒が昭和18年架塞索道の完成を見，昭和21

年5月から恒常的採炭に着手し今日に到つた。

む）位置交通　当炭鉱は北海道空知郡芦別町及び赤季

町御料地内に在り，根室本線芦別堺の西寿直距約5km，

芦別葬岸両駅間で塞知川に注ぐ高根川珊口より上洗約

4kmにイ立しているo　芦別市街地：から國道により高根川

口に至硬に高根li騨・に新設渾路により山元ま罐す

るにはトラックで約46分を要する。物資の輸邊は山元

一芦別駅間約4。5kmの索i道に依つているが，精炭のi喩

灘主としてトラックにより羅駅に寧つ魚さ樋・

　d〉稼行歌況（昭和22年）調査当時卑「坑道」主要坑道

は第1斜坑で傾斜180約9りm延びているρ片盤坑道は

3番層1片170m，同Ob片は165m，4番暦■片は335m，

剛片は37卿となつてい恥
　「裸炭』炭暦が急傾斜なρで平ユリソグーヂ法により

手掘採炭している。現在は主に4番層を採淡しており，

その切羽実牧率は約80％，．塊糧の割合は6溢位であ

るo

　「蓮搬」，切胴一（手押蓮搬）→（蒸汽捲）→炭含一

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　
γ

　　　（索道）→索道ステーシヨン炭舎ノ

「排水通気照明」　自然通気で排水には5馬力ポシプ2

台を使用して㌔ヤる。照明は電気安全燈を使用して㌔、・る。

　　　　　　　　　　　　　気
’「出炭状況」
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，’e）意魔　　当炭鉱は着々その内容を充実し，漸次隼産

、を向上さ甘ているが，鉱区め面積嫡甚だ狭小であって，

その周囲は大手筋の未稼行鉱区に囲まれている・これら

囲饒鉱区の未稼行炭層は概ね小規模であつて新設備を塚

つて開麹4着手する程の企業債値を有するものとほ認め

られないが，当・炭鑛の現有設備を利用して小規模開発を

企てる事には安当性があると思われるので調査地域全般

の堰産開発の間題は高根淡鉱を中心として休眠鉱区を小

規模乍ら途次開発し宅ゆく事を基礎として解決すべきで

あろうo　　　　　　　　l昭1和22年8《40月調査）
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本調査は石炭聴からの委嘱課査で，その主要目的は実

の二つであるo

　（1）佐賀縣杵島郡住吉村宮野及び大野附近を中心に，

　かな’り広く分布して》る砂質頁岩が・最近杵島層で

　はあ9るま、・かと，問題になつてきているので，この

　問題を決定すること。

　（2）もしも杵島層である場合には，垂直深度300m内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、9　外に芳ノ谷累厨中の所謂杵島本暦が伏在することと

　なり，稼行の対象とな、り得るので集試錐を施行する1

　’必要が生じてくる。よつてその試錐位置を選定する

　、ことo
調査の結果，上記宮野及び大野附近の砂質頁岩暦（住

吉砂質頁岩層）は実は柚木原暦（畑津頁岩暦）に対比され

るべきもので，、杵島暦ではない。從つて緊急開発を目的

とする試錐を施行するごとは，現在のところ不必要であ．！

55み（31年）
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、るφ叉宮野北方岩谷薦び牛ノ菅附近の炭暦は，相ノ浦暦

中の所謂「紅田五尺』に該当するもので・本炭冒ば当地区

では発達不良のため稼行償値ある炭暦とはい』得な》o

　　　　2・調査擁i具。期問
（a）調査班員

1地質班須貝貫二，i逆瀬川清丸，古川俊太郎

測量班浜本勝巳，一丸正勝抽

（b）期聞，

地質班．昭和23年6月10、日［7月24日

測量班昭和23年5月10日酬6月27日

　　　　（実測，縮尺1／⑳，OGO）

　　　　3．位置，匪域，交遇

一本調査地域は，佐世保線三澗坂駅の北西方，約ち200m

　　　　　イに当る佳古村宮野を略々中心として，東は唐津街道，西

ぱ有田町東端までの東西約乱5km，乗佐世保線を南限・

とする潮駒施血，個積約27・5客鮒の区械である・

「　　　　ロ　　　．’礪聖町
　　　　　甲

監董磯』士。」
第1圖　位置交通圖
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交通はきわあて便利で，、佐世保線が地域の南縁部を

略々東西に牽つていて，調査地域内に三間坂，上有田の

2駅があるo叉地域内には伊方里街道，長崎街道及び唐

津街道が通じている外，地域の略々中央を布田一眞手野

を結ぶ縣道が東西に通つている。

　　　　　　4．地　』形’
．・本地域は安山岩類の分布地帯を．除いては，一般に200m

以下の丘陵地幣で，1山頂近くまで農餅されている処も少

くない。

　　　　　　5・地　質
　（a）層、序　　．ド　　．　　　・　・

本地域獄芦屋暦群中部の駒鳴層（行合野砂岩暦）に対地

される眞手野砂岩層から佐世保暦群最下位の相の浦暦ま

　　　　　←

　　　　　　　　」
での，古第三系（筑紫統……漸新世）と第四系及び，古

第三系糠後拓英甑岩・鞭蜘岩・玄武岩即そ．
れらの集塊岩・凝友岩等から構成寄れているQ

　（イ）　〔眞手野砂岩犀ユ

　本暦は主に帯緑炭色中粒乃至粗粒砂岩から成つてい

て，風化すれば玉葱状構造を呈する。上部に灰白色の凝

荻岩の薄暦（2ゆG血内外）を1ん3枚挾有しているo砂岩

は多ぐQ場合海緑石を多量に含んでいる。本砂岩が緻色

、を呈するのはこのためである。特に上記凝友岩附近の砂

岩は海緑石を多量に含んでいる傾向がある6海織石は肉　、

眼でも容易に観られ・こ紅が本砂岩を他暦と識別する有

力な鍵となつている。、　　　’　　　　　．

　本暦の厚さは160m以上で，’調査地域の東西両辺部

及び，北西辺部に分布して》て，眞手野附近では椿原頁

岩暦によつて整含に覆われている。

　東池部に於てはその走向R5～45。E，傾斜W乃至

NW15・）350であ葛が，西辺部に於ては走向N工Gん

2GOW，傾斜NEE！0～3i）oを示して、・るQなお本暦（ま

北部及び西部に於ては，石英粗面岩によつて貫かれ，東部

ば断暦によつて引地砂岩・頁岩互暦と接し七いる。地域，

　の北西辺部小石原附近では走向N8一》170耳傾斜SEE

’8・》10。を示しているが　殆んど水季に近い箇所もある。

　この南方岩谷附近の牛ノ漕砂岩暦とはおそらく断暦関係

　にあつたものであろう汎両者の間に粗面安山岩が噴出　’

　しているたあ，その直接関係を目撃することが出来ない。

　なお本暦は大体駒鳴冒（行合野砂岩暦）に対比されるも、

　のと考えられる。

　（ロ）　〔椿原頁岩暦〕、”

　木層は前記眞手野砂岩層を整合に覆う、層厚約4Gn・の

　暗灰色頁岩暦で，砂岩の薄冒（10c皿内外）を挾んでい
、

　るQ
　地域東辺部ゐ東梅野及び，椿原附近に分布し・走向

　旧300E，傾斜NWW勿GO・》300を示しているo宮野に於

　ける貝島瑛鑛の試錐錐心からはウニの化石奪採集した。

　（ハ）　〔引地砂岩・頁岩互麿〕

　本暦は灰色の細輝乃至中粒砂岩と友色乃至暗友色砂質・

　頁岩との互暦で，暦理が明瞭である。その厚さ約140～

　．210mで，下部にば厚さ2ル3mの砂岩が介在してい

　て，よい鍵暦（Key　be＆）となつている。本層は地域の東

部に於て瞭麟絃び引地附近1ご発凱前翻泳

　於ては，走向N350W，傾斜SWW40ル470艶，後者に
　於ては走向N5～10。E，、傾斜30・》50。を示し七いるσ

F他方本暦は地域西部の馬乗場離近に於ては，“1向斜，1背、

　斜構造を形成し，東及び北は眞手野砂岩暦に，西は住吉

　砂質頁岩暦に夫々断暦で接している。

，5β一（316）’
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第2圃 佐賀舜甲三問坂地優地質圖

　『（デ）　〔総淵砂岩暦〕

・本暦は暦厚60～必Omで，本地域に於ける最良の鍵

暦（Key　bed）と看倣すことが出来る。主に灰色細粒乃至

“中粒砂岩から成つていて，薄い友色乃至暗次色砂質頁岩

を換んでいる。叉砂岩中には多数の頁岩の小片奪不規則

に含んでいる他，植物化石片を多量に含んでいて板1伏に

簿賜い部分も認められる・一卑轍勺風化に耐えるの

で，石材として数個所で採石ざれているo

　本暦億地域の東部に於ては，梅野附近から総淵附近1三

精状に分布し，走向NS乃至N25・耳東に40｛｛50・

・　　　　　　1，1
の角度で傾斜しているが，地

域の中央部十二：ノ紳附近で雄

弩隆構造の頂部として略々円

1形（東西約600m，南北約700

m）に露出している。叉有田

町東方約1k坦でほ，佐世保

線に沿つて・走向N300W7
傾斜NEE、10｛450を示し，

よく露出しているQ

　　　　　　ア　上記の椿原頁岩暦，引地砂
岩」頁岩互暦及び，総淵砂岩

暦の3層は大体若木層盛（畑津

砂岩暦）に対比され巻。一

　（ホ）　〔住吉砂質頁岩暦〕　一　．

　本暦は厚さ215～310mの・
’友色乃至暗友色の砂質頁岩暦

で乞暦理に沼つて植物化石片

及び白雲母片を多量に含んで

いる。淡茨色乃至友色の細粒

縞状砂岩（4m以下）数枚を掠

’1有し，・前記総淵砂岩暦を整合

に豪い1地域の中央部に広く1

　　ヤ分布している。地域の北部に

於ては、’次に述べる牛ノ首砂
』
岩
暦 によつて整合に覆われ，・

ξ間坂駅北方では玄武岩質安

P
山

岩流及びその集塊岩にょつ

て，叉宮野北西方の小路塚北

では，石英粗面岩流によつて

夫々覆われ宅いる。

　本暦は柚木原居（畑津頁岩 曜ご

暦）に冊各々対比される位

　（へ）〔牛ノ菖砂岩暦〕

　本暦は前記佳吉砂質頁岩暦，

　を整合（一部平行不整合の疑　『

　いがある）に覆う厚1さ工60｛’。

　210mの砂岩暦で，主に帯黄友色の含礫アルコ」ス砂岩

　から成つているが，中部には砂質頁岩暦を若干挾有して

』“る。宮野の北方牛ノ首附近1その東方今山附近，三間

　坂の北方四方殿の中腹，地域北西部の岩谷附近等に分布、

　し，安山岩質集塊岩に覆われ，或は玄武岩質安山岩，粗

．面安山岩等によつて貫かれているQ

　その走向，傾斜は処によつて区々である。・

　本暦は澱宇暦に略々対比されるo

　（ト〉、〔綱ノ内頁岩暦〕　　　・一　く

　木暦ほ調査地域内ば於げる最上位の地暦（厚さ15qm

57一（317）



〆

　以上）で・その大部分は安山岩質集塊岩にぷつて覆わオガ

　ているので，上限は不明である。主に淡炭色乃至友色の

　頁岩と砂質頁岩とから成つていで薄い砂岩を挾有して

　．いる。又下部1等は所謂「新再五尺』に略々対比される薄い弓

　・炭暦が賦存している。そして本暦は網～内・牛ノ首附近

　及ぴ岩谷附近に小区域に露出しているにすぎない。

　　本層は相ノ浦暦に該当するLものと考え昏れるQ．

　　（b）地質構造
　　本地域に発達して㌧、・る古第三系の構造を大襯すると，

　まず地域の南寄り中央部にユ鴛隆（十ニノ紳弩薩1）があつ

　　　　　　　　　　　グミ　て，その東西両側に夫々南北陰の搬ノ木向斜（東側）と，

　立野川内向・斜（画側）の2向斜が認められるQなお地域東1

　辺部の梅轡附近に梅野向斜が存在する他，西辺部の馬乗

　場附近には1，何れも小規模な1向斜1背斜が認められるQ

　從つて地域の東西両辺部には最下位の眞手野砂岩層が発

　凱脚部に於駕神N2・［3・○砲・傾継WW
　25～350，西辺部に於ては，走向N10～200W，傾科

　NEE10～250を示しているQそして梅野から水尾に至
　る区域にほ，主として佳吉砂質頁岩癬と牛ン首砂岩暦≒

　が発達、し，十ニノ紳窓薩には総淵砂岩層が小区域に塵頭

　露出レている・これら各暦の傾斜角度は5《・300で李均

　200と看1故すこζができるo

他方，本地域にはかなり多数の断層が発達しているも

　のと準測されるが・その車なものは・西から馬乗場断暦・

　宮野断層・牛ノ首断層及び眞手野断暦の4断暦であるQ

　　これらは何れも北西一南東に走り，馬乗場断厨と宮野「』

　断暦は北東側落下で・他は南西側落下と推定されるo

　　（イ）　〔馬乗場断暦〕

　　本断謙辣鵬下の正断廓、その離贈・50m
　と推測される。そδ南西側には眞手壁砂岩暦（走向N10

　’》＄50W，傾斜瀟EE10’》250）が分布しン北東側には引

　地砂岩・頁岩互暦と総淵砂岩暦とが小規模な1背斜，1

　向斜構造を形成して発達しているo

　　（ロ）　〔宮野断層〕

　　本断麿は地域の略々中央を北西訟南東に走る北東側落

　一ドの正断暦で，その落差は宮野附近に於て約・150m，南

　　　　　　　　へ　にゆくに從つて小さくなうものと推定される。

　　本断暦は十ニノ紳附近に於いて十ニノ紳弩薩を，宮野

　附近に於いて立野川内向斜を夫々載つているb　、

　　（ハ）．〔牛ノ首断暦〕

　　本断暦は牛ノ首一引地（北西一南東方向〉rを結んだ南．

　西側落下の正断暦で，牛ノ首附近に於てその落差は約

　14・Om，弓悸池附近に・於て糸勺120m・と推測さオLるo

　　（二）　r眞手野断層〕

　　．本断暦は眞手野附近を通る東西性の南側落下の正断暦

で眞手野附近でその落差は約50m、と推測される5本断ご．

層の延長はおそらく岩谷附近を通り，そこでは落差600

m域上に及ぶもφと推定さカるが，粗面安山岩の噴出が

あつて，両者の直接関係は現在目撃することが出来ないσ

　（C）火成岩類　　　　　　　　／．

　（1）・〔石英粗颪岩及びその集塊岩・凝友岩〕

　本岩類は地域の西辺部にかなり広‘分布している他

三間坂附近に小区域に分布していて，上に述べた古第弓

系を貫通或は被覆している。本岩が古第三系と筆する部∫

分ではガラス質となつている処が多く・又黒耀石が各所

に認。められる6

　（2）・1〔粗面安山岩〕

　本岩は小石原岩谷附近及ぴ西梅野に分布し，、眞手野

砂岩暦，住吉砂質頁岩層，牛ノ首砂岩暦及び石英粗面岩

質凝炭岩等を貫通している5

　（3）〔玄武岩質安山岩及びその集塊岩〕

本岩繍鰍西伽顛及び黒轟四方購旛成，

し1古第三系及び上記の火山岩類を貫遣或はこれらを被

覆して可・る他・岩脈梁は岩床として各所に認められるがゴ

・その規模は何れも木きくないQ

　　　　　　6．炭　 麿

　本地域北西隅の岩谷および宮野北方の網ノ内，その西

牛ノ首等に曾て石炭を採掘した掘跡があるが，当時の坑、

道は現在全く崩壌埋没しており，相当大規模にとりあけ

しなければ炭暦状況を確認することが出来ない現状であ．

．る。しかしながら本淡層は網ノ内頁岩暦の最下部附近に

位することは明かで，上記3個所の炭暦は略々同一暦準

に在るものと看倣して大過ないと考えられ所謂「新田五

・尺」に該当ずるものであろ％なお本炭暦は曾て岩谷に

於て採掘に從事したことのある者の云うところによれ

ば・その厚さは30～翫mに過ぎない≧些とで姫調

れにしても本炭暦は稼行債値ある炭暦とはい』がたい。

　　　　　　7．結　講
　夏上要するに本地域に発達している古第三系は芦屋層

群中部の駒鳴暦に対比される眞手野砂岩暦から佐世保暦

群最下位の相ノ浦暦に至る地暦で代表せられる。杵島暦

に最も見誤り易い宮野及び大野附近の暗灰色砂質頁岩暦

（佳吉砂質頁岩暦）は実は袖木原暦（畑津頁岩暦）に対比さ

れるべきものであるo從つて現在住吉砂質頁岩層上から

施行中の貝島・佐賀両淡麟の試錐に於いては地表かう

700～800血の深度で杵島本層に着炭するものと，推測さ一

れ拳ので，学術的試錐は別として，早急開発を肩的とする

試錐は現在のところ不必要と考えられるo

　なお地域北部の岩谷・網ノ内・牛ノ首附近の炭層は所

謂「新田五尺』に該当ナるものであるが，．発達不良のため

稼行可能炭暦とは認めがたい。

‘　　　　　　、　　　　（昭和24年6～7月調査）

58一・（318）




